
平成２４年度防災事業実績について 

 

１．防災資機材及び食糧備蓄の整備       (決算見込 資機材 4,600 千円 食料 504 千円） 

 ⑴防災資機材 

 障害者対応型組立簡易トイレ   … １３台 

   車イス             … ２４台 

   簡易ベッド           …  ５台 

   間仕切り            … １０セット 

   酸素濃縮器           …  １台 

   たん吸引器           …  １台 

   手回し充電式ラジオ       … ２２台 

 

 ⑵食糧及び生活必需品備蓄 

区 分 購入数 24 年度末 目標値 

乾パン・クラッカー(食) 3,150 31,600 63,000 

アルファ米(食) － 12,800 38,400 

粉ミルク(回) 720 1,296 － 

飲料水(500ml)(本) － 2,352 － 

毛布(枚) － 15,827 － 

紙オムツ(大人･小人)(枚) － 8,201 － 

 

  ※目標値の考え方 

平成 24 年 1 月 1 日現在  

人口 66,067 人 

目標値算出の基となる 

人口 66,000 人 

避難者を全人口の 30％とし、熱源使用不能状態が２日続く想定で必要と

される初期応急食糧数量（2 日間の内最初の 1 食は、発災直後であり考

慮せず、2日で 5食とした。）99,000 食に帰宅困難者対応分 2,400 食（800

人×3食）を加え合計 101,400 食を備蓄目標に設定。【飲料水・米・生活

必需品については、麒麟ビール始め 14 事業所と協定】 

 

２．耐震診断・耐震改修費補助事業         （決算見込 診断 1,350 千円 改修 8,000 千円） 

■耐震改修相談会 

と  き：平成２４年１２月１２日（水） 午前１０時～午後５時 

相談者数：６名 

 

■耐震診断                 ■耐震改修 

 24 年度 

件数 執行額 

30 件 1,350 千円 

 

３．防災講演会の開催（予定） 

とき：平成２５年２月２３日（土） 午前１０時～ 

会場：清洲市民センター ホール 

内容：「南海トラフ巨大地震と清須市の防災」 

講師 名古屋大学大学院教授 山岡耕春 氏 

24 年度 

件数 執行額 

8 件 8,000 千円 

４．地域の自主防災訓練実績 

 ■西枇杷島地区              ■清洲地区 

  実施町内会等   ・・３４町内会    実施町内会等   ・・２８町内会 

  ブロック合同実施 ・・１０ブロック   ブロック合同実施 ・・１２ブロック 

  参加者      ・・９９８人     参加者      ・・１，０４２人 

   

 ■新川地区                ■春日地区 

  実施町内会等   ・・１１町内会    実施町内会等   ・・１１町内会 

  ブロック合同実施 ・・５ブロック    ブロック合同実施 ・・４ブロック 

  参加者      ・・９５７人     参加者      ・・７３０人 

    

 

 

 

５．ブロック自主防災組織の設立のための個別説明会 

ブロック自主防災組織の設立を支援するため、個別説明を希望するブロックに対し職員を派遣 

  派遣実績：１４ブロック 

    ■西枇杷島地区  ６ブロック  ■清洲地区  ３ブロック 

    ■新川地区    ４ブロック  ■春日地区  １ブロック 

 

６．自主防災組織強化事業実績     （決算見込 ハード 2,793 千円、ソフト 384 千円、消火器 3,737 千円） 

 ○防災資機材購入補助(ハード事業) 

  １４ブロック・・発電機、リヤカー、炊き出しセット、ヘルメット、救急箱 他 

 ○自主防災組織活性化事業（ソフト事業） 

  ４ブロック ・・地域ハザードマップの作成、防災士の資格取得、防災センターでの体験学習 

 ○消火器等の購入補助 

  申請５８件 ・・消火器、消火器格納箱の購入、消火薬剤の詰替え 

 

７．災害協定の締結状況 

  平成２４年度災害協定の締結件数２０件（再締結３件含む） 

    ○食料・生活必需品関係・・７件 

     （マックスバリュ、キシショッピングセンター、ピアゴ、フィール、ヨシヅヤ、ヤマナカ、ヤエックス） 

    ○医療関係    ・・１件 西春日井歯科医師会 

○遺体の埋火葬関係・・２件 (社)全国霊柩自動車協会、愛知県(名古屋)葬祭業協同組合 

○相互応援協定  ・・９件 近  隣・・稲沢市、あま市 

              関西地方・・京都府大山崎町、大阪府田尻町、大阪府忠岡町、 

兵庫県播磨町 

              関東地方・・東京都羽村市、神奈川県真鶴町 

○その他     ・・１件 土地家屋調査士協会 

 

８．防災会議委員の見直し 

  地域防災計画に多様な主体の意見を反映できるよう、防災会議委員を見直し 

   ４減   ⇒   ４増 

  (市職員)    （ライフライン関係機関） 

【主な訓練内容】・・ＡＥＤ、三角巾による応急手当、手づくりハザードマップ作成、図上訓練、炊

き出し訓練、簡易担架を活用した救急訓練 など 

資料２ 

別図１参照 



相互応援協定市町位置図 

関西地方 

京都府 大山崎町 

兵庫県 播磨町 

大阪府 忠岡町

大阪府 田尻町



別図１  

関東地方 

東京都 羽村市 

神奈川県 真鶴町 
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